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誰もがもやいの心で「水俣に住んで良かった」と実感できるまちを目指して

地域共生社会をめざして
認知症介護研究・研修センター
副センター長　佐藤　信人氏

７
月
６
日
㈯
、
も
や
い
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
地
域

共
生
社
会
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
認
知
症
介

護
研
究
・
研
修
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長　

佐
藤
信

人
氏
を
講
師
に
迎
え
、
ふ
れ
あ
い
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

福
祉
専
門
職
や
地
域
住
民
な
ど
多
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
参
加
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
抜
粋
）
◆

「
孤
立
し
な
い
よ
う
に
近
所
に
は
良
く
話
を
し
て
、

で
き
る
こ
と
は
自
分
で
し
て
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
は

お
願
い
し
て
明
る
い
社
会
に
し
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
」

「
隣
人
を
思
う
〝
優
し
い
心
〟、
そ
の
よ
う
な
心
の
持

ち
主
を
増
や
す
こ
と
（
が
必
要
）」

「
無
関
心
と
い
う
言
葉
を
な
く
す
。
自
分
た
ち
で
考

え
、
自
分
た
ち
で
答
え
を
見
つ
け
る
」

「
幸
せ
は
人
と
人
の
間
に
生
ま
れ
る
」

「
自
分
が
幸

せ
に
な
る
に

は
相
手
も
幸

せ
に
し
て
あ

げ
る
。
改
め

て
地
域
の
方

た
ち
と
の
交

流
が
大
事
だ

と
思
っ
た
」

「
困
っ
た
と

き
に
「
助
け

て
」と
言
え
、

助
け
て
く
れ

る
人
が
い
る

町
」



平成30年度 事業報告･決算報告
市民のみなさまにご協力いただいた社協会費や寄附金、共同募金の配分金、また補助金や委託金、介

護保険事業の介護報酬などで、平成30年度の事業計画に基づき事業を実施しました。
○ワンストップ相談の創造

あらゆる地域課題や生活相談に対応し、住民ニーズの早期発見と解決に努めました
○福祉コミュニティの創造

地域の課題は地域で解決できるように、地域の福祉力を支援しました
○地域包括ケアシステムの創造
「地域包括ケアシステム」の推進を担う中核機関として地域包括支援センター業務を円滑的かつ効率
的に実施しました
○福祉サービスの創造

障がい者のあらゆる相談に対応し、ニーズ把握に努め、適切なサービスへとつなぎました
○社協基盤整備部門

地域福祉活動を進めるうえで、中核的な役割を果たす社会福祉協議会の基盤整備を図りました

勘　定　科　目 決　算　額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
入

会費収入
（一般会費、賛助会費、法人会費） 6,224,150
寄附金収入

（香典返し、一般寄附） 4,003,031
経常経費補助金収入

（県･市･県社協補助、共同募金配分金） 36,412,134

受託金収入（市・県社協受託） 78,468,554

貸付事業収入 225,000

介護保険事業収入 21,774,020

その他の事業収入 883,800

受取利息配当金収入 9,705

その他の収入 763,646

事業活動収入計 ⑴ 148,764,040

支
　
　
出

人 件 費 支 出 110,843,759

事 業 費 支 出 20,511,801

事 務 費 支 出 4,621,778

貸付事業支出 225,000

助 成 金 支 出 5,472,267

負 担 金 支 出 120,000

事業活動支出計 ⑵ 141,794,605

事業活動資金収支差額 ⑶＝⑴−⑵ 6,969,435

（単位：円）

勘　定　科　目 決　算　額

施
設
整
備
等
に

よ
る
収
支

収入 施設整備等収入計 ⑷ 0

支出
固定資産取得支出 5,197,930

施設整備等支出計 ⑸ 5,197,930

施設整備等資金収支差額 ⑹＝⑷−⑸ △ 5,197,930

勘　定　科　目 決　算　額

そ
の
他
の
活
動
に

よ
る
収
支

収入 その他の活動収入計 ⑺ 0

支出
積立資産支出 4,854,660

その他の活動支出計 ⑻ 4,854,660

その他の活動資金収支差額 ⑼＝⑺−⑻ △ 4,854,660

予 備 費 支 出 ⑽ 0

当期資金収支差額合計 ⑾＝⑶＋⑹＋⑼−⑽ △ 3,083,155

前期末支払資金残高 ⑿ 92,003,088

当期末支払資金残高 ⑾＋⑿ 88,919,933

合　　　計 決　算　額

収入合計　　　　　　⑴＋⑷＋⑺＋⑿ 240,767,128

支出合計　　　　　　⑵＋⑸＋⑻＋⑽ 151,847,195

収支差額　＝　当期末支払資金残高 ⑾＋⑿ 88,919,933
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㈲
日
の
出
建
材

い
し
む
れ
電
器

熊
本
中
央
信
用
金
庫
水
俣
支
店

下
田
薬
局

㈲
肉
の
ア
カ
ミ
セ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
梅
荘

興
南
電
気
㈱

㈱
水
俣
ア
ス
コ
ン

太
陽
電
気
㈱
水
俣
支
店

（
医
）芳
和
会
水
俣
協
立
病
院

（
医
）旭
会
水
俣
病
院

㈱
い
け
だ
心
善
社

㈱
エ
ム
・
テ
ィ
・
エ
ル

（
医
）岡
部
病
院

介
護
老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ
苑

㈱
熊
本
銀
行
水
俣
支
店

ク
ロ
ッ
ク
ス
㈱

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ル
ー
プ
エ
コ

（
一
社
）健
康
共
同

フ
ァ
ル
マ
さ
く
ら
薬
局

合
同
会
社
オ
ル
ワ
ー
ス

（
福
）さ
か
え
の
杜

（
福
）照
徳
の
里

新
興
製
機
㈱

Ｊ
Ｎ
Ｃ
環
境
㈱
水
俣
事
業
所

Ｊ
Ｎ
Ｃ
セ
ン
ト
ラ
ル
㈱

生
活
協
同
組
合
く
ま
も
と

（
福
）光
明
童
園

㈲
前
田
プ
ロ
パ
ン
商
会

水
俣
ガ
ス
㈲

水
俣
商
工
会
議
所

㈲
森
整
備
工
場

諌
山
工
業
㈱

（
医
）寺
崎
会

て
ら
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
下
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

㈲
た
か
や
ま

水
俣
石
油
㈱

㈲
あ
す
な
ろ
印
刷

エ
ム
・
シ
ー
・
オ
イ
ル
㈱

㈾
君
島
タ
ク
シ
ー

サ
ン
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱

Ｊ
Ｎ
Ｃ
開
発
㈱

Ｊ
Ｎ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
㈱

ア
ク
ト
ビ
ー
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
㈱

Ｊ
Ｎ
Ｃ
㈱
水
俣
製
造
所

新
栄
合
板
工
業
㈱

（
敬
称
略
・
加
入
受
付
順
）

平
成
30
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
納
入
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

会
費
は
、社
会
福
祉
協
議
会
が
行
な
う
福
祉
活
動
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
法
人
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
45
法
人
・
事
業
所
が
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

後
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
と
あ
た
た
か
い
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
と
あ
た
た
か
い
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

資　産　の　部 負　債　の　部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

流動資産 97,211,086 流動負債 12,704,278
現金預金 4,024,721 事業未払金 6,824,615

現金 52,110 未返還金 8,000
預貯金 3,972,611 預り金 204,590

事業未収金 80,622,263 職員預り金 1,253,948
事業未収金 78,835,263 賞与引当金 4,413,125
未経過貸付金 55,000 固定負債 68,368,220
未償還金 1,732,000 退職給付引当金 68,368,220

未収補助金 12,511,262 負債の部合計 81,072,498
立替金 52,840 純　資　産　の　部

固定資産 158,270,007 基本金 1,000,000
基本財産 1,000,000 第１号基本金 1,000,000

定期預金 1,000,000 国庫補助金等特別積立金 2,681,250
その他の固定資産 157,270,007 国庫補助金等特別積立金 2,681,250

建物 1 その他の積立金 83,708,685
車輌運搬具 4,298,037 福祉活動積立金 83,708,685
器具及び備品 868,984 次期繰越活動増減差額 87,018,660
退職給付引当資産 68,368,220 （うち当期活動増減差額） △ 5,649,777
福祉活動積立資産 83,708,685
出資金 1,000
その他の固定資産 25,080

リサイクル預託金 25,080 純資産の部合計 174,408,595
資産の部合計 255,481,093 負債及び純資産の部合計 255,481,093

貸　借　対　照　表
平成31年３月31日現在 （単位：円）
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平成31年度　事業計画･予算
【基本方針】

水俣市において少子高齢化が急速に進展する中、人口減少、核家族化などにより、人々の生活領
域における家庭機能や地域機能などの支え合いの基盤が弱まってきています。それに加え、支援を
必要とする高齢者、障がい者、生活困窮者等が増加するとともに、社会的孤立といった新たな福祉
課題・生活課題も生じており、多様な課題・問題が表面化しています。さらに、様々な分野の課題
が絡み合って複雑化し、複数分野の課題を抱え、複合的な支援を必要とする状況がみられるように
なり、これまでのような対象者別、機能別といった「縦割り」の公的支援制度では対応が困難なケー
スが増加しています。

このような社会構造の変化や人々の暮らしの変化を踏まえ、国では、子ども・高齢者・障がい者
など全ての人々が地域・暮らし・生きがいを共に創り、高め合うことができる社会を目指し、分野
ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画し、
人と人、人と資源が世代や分野を超えてつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地
域をともに創っていく「地域共生社会」の実現に向けて社会福祉制度全般の改革が行われています。
この改革は戦後の社会保障の第３の転換期と言われ、「地域課題の解決力の強化」「地域丸ごとのつ
ながりの強化」「地域を基盤とする包括的支援の強化」「専門人材の機能強化・最大活用」を４つの
柱とし2020年までを目途に進められています。

これらを背景に本会には、今まで推進してきた住民主体の理念に基づいた地域住民の方やボラン
ティアの方との諸活動や保健・医療・福祉の多様な機関・団体とともに地域福祉の実現を目指した
事業活動への期待が一層高まってきています。その期待に応えるためにも、組織体制、経営基盤の
強化を図るとともに、「我が事・丸ごと地域共生社会」の実現や「地域包括ケアシステム」の実現
に向けた取り組みの着実な実践と深化を進め、その成果を生かした有機的な連携の強化や事業の総
合化・体系化を図らなければなりません。

このことを踏まえ、本会は地域福祉の推進を担う唯一法律に定められた組織として、平成31年
度は下記のとおり重点目標を設定し、更に一歩前に進む地域福祉活動を展開してまいります。

【重点目標】
○権利擁護支援のための地域連携ネットワークの構築
○地域福祉活動計画策定のための調査活動の実施
○地域包括ケアシステムのさらなる深化と推進
○地域福祉を推進するための組織体制の強化

収　入
182,110,000

会費
6,620,000円

その他の収入
937,000円

寄附金
3,300,000円

サービス区分間繰入金収入
937,000円

受取利息配当金
30,000円

受託金
97,721,000円

貸付事業
1,000,000円

その他の事業
971,000円

介護保険事業
28,469,000円

経常経費補助金
32,968,000円

前期末支払資金残高
9,157,000円

積立資産支出
4,464,000円

予備費
1,087,000円

人件費
136,197,000円

事務費
6,805,000円

貸付事業
1,000,000円

助成金
6,338,000円

負担金
300,000円

固定資産取得支出
300,000円

サービス区分間
繰入金支出
937,000円

事業費
24,682,000円 支　出

182,110,000
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使　途 内　容

福祉用具貸与事業
水俣市在住の要援護高齢者や障がい者、その他福祉用具を必要とされる方々に対し日常生
活の便宜を図るため車いすや特殊便器、シャワーチェア、歩行器、入浴台、杖等の福祉用
具を貸付しました。 （貸付件数１０９件）

介 護 者
リフレッシュ事業

在宅で高齢者や障がい者の介護をされている家族の慰労を図るため要介護者や介護者の
方々に対し、訪問散髪や訪問マッサージのサービスを行いました。 （利用者数１６名）

福祉金庫貸付事業 緊急に資金が必要となった方に対し、50,000円を上限として貸付をしました。
（利用件数６３件）

地 域 福 祉 関 係 地参地笑のみなまたづくり事業（地域リビング運営、推進委員会の運営）
もやいでチャレンジ

社 協 基 盤 整 備

役員会の運営（役員会の開催 理事会：３回、評議員会：３回）
評議員選任・解任委員会の開催：１回
もやい館生活支援センターの運営管理
広報活動など

平成30年度の使途

会
費
納
入
の
お
ね
が
い

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
の
社
会
福
祉

の
向
上
を
み
ん
な
で
高
め
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
、
地
域
の
方
々
か
ら
支
え
ら
れ
、
ご

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
様
々
な
社
会
福
祉

事
業
を
行
な
っ
て
い
る
民
間
団
体
で
す
。

実
施
し
て
い
る
事
業
は
、
み
な
さ
ま
か
ら

い
た
だ
い
た
会
費
や
寄
附
金
の
他
、
行
政
な

ど
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
、
介
護
保
険
収

入
な
ど
を
財
源
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
に
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
一
般
会
費　
一
世
帯　
　
年
額
６
０
０
円

自
治
会
を
通
し
て
市
内
の
全
て
の
世
帯
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
般
会
費
は
本
会
の
活
動
資
金
の
う

ち
で
最
も
基
本
と
な
る
財
源
で
す
。

（
昨
年
度
の
実
績
）５、７

５
９
、１
５
０
円

●
賛
助
会
費　
一
口　

年
額
１
、０
０
０
円

特
に
本
会
の
活
動
に
積
極
的
に
ご
賛
助
く

だ
さ
る
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

（
昨
年
度
の
実
績
）

５
、０
０
０
円

●
法
人
会
費　
一
口　
年
額
１
０
、０
０
０
円

本
会
の
活
動
に
積
極
的
に
ご
賛
助
く
だ
さ

る
市
内
の
法
人
や
事
業
所
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

（
昨
年
度
の
実
績
）

４
６
０
、０
０
０
円

新
任
職
員
紹
介

４
月
１
日
の
人
事
異
動
に
よ
り
水
俣
市
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

山
口
圭
輔
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
訪
問
入

浴
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

お
こ
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
地
域
の

特
性
を
踏
ま
え
、
各
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
安
心
で
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
で

す
。」今後

も
皆
さ
ま
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
変
わ
ら
ぬ
御
理
解
と
、
な
お

一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

７
月
１
日
付
け
で
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
入
職
い
た
し
ま
し
た
上
村
美
幸
と
申
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
事
務
補
助
と
し
て
、
総
務
全
般

の
補
助
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
経

験
を
活
か
し
、
経
理
事
務
職
員
と
し
て
日
々
の

会
計
業
務
等
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ひ
と
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

勉
強
不
足
で
は
あ
り
ま
ず
が
、
信
頼
し
て
も
ら
え
る
社
協
職
員
の
一
員

と
し
て
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

７
月
１
日
付
け
で
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
入
職
い
た
し
ま
し
た
山
内
宏
泰
と
申
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
水
俣
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

主
任
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
勤
務
い
た
し
ま

す
。以

前
は
介
護
施
設
で
の
介
護
業
務
や
、
介
護

支
援
専
門
員
と
し
て
、
在
宅
で
生
活
さ
れ
る
高

齢
の
方
々
の
ご
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
の
中
で
、
高
齢
の
方
々
が
そ
の
人
ら
し
い
在
宅
生
活

を
続
け
る
た
め
に
は
、
人
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

日
々
実
感
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
、
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
地
域
の
皆
様
が
い
つ
ま

で
も
住
み
慣
れ
た
町
で
、
笑
顔
で
生
活
を
送
っ
て
頂
け
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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オレンジカフェ

かざぐるまの会

オレンジカフェ

かざぐるまの会

認知症は誰にでも起こりうる脳の病気です。自分や家族、友人、近所の人など、
誰でも認知症になる可能性があります。たとえ認知症になっても、周囲の理解や
気遣い、適切な医療と介護の連携などがあれば、住み慣れた家や地域での生活が
可能です。

もの忘れが気になる方やそのご家族を中
心に、地域の方みんなが安心して過ごせ
る場所です。

〇もやい館
毎週火・木曜日（10時～15時）
〇北袋公民館
毎週月曜日（13時半～15時半）

悩みを聞いて欲しい。情報交換をしたい。
仲間がほしい。認知症の介護をしている人
たち同士が集い語らう場があります。

もやい館　１階
社会福祉協議会　会議室
毎月第４木曜日（13時半～15時半）

ご相談をお待ちしております　水俣市社会福祉協議会　☎0966-63-2047

救急車を呼んだ時や災害時などの緊急事
態に備えて、あらかじめ必要な情報を準備
しておくための“いのちのバトン”を配布し
ています。

水俣市在住の方であればどなたでも無料
で利用できます。

備えていてよかった…
いのちのバトンはお持ちですか？
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後見人としての業務を適切に行うために必要な知識･ 技術を習得し、将来、市民後見人として活動する
ことを目指す人を募集します。家族の立場で身内の人の後見人となることをお考えの方にもお勧めします。
※後見人…判断能力の低下した方に代わって財産管理などを行う人で、家庭裁判所から選任された人。
日　　　程　９月21日㈯、10月５日㈯・26日㈯、11月16日㈯・23日㈯　※10時～16時30分
会　　　場　つなぎ文化センター　研修室　
受 講 資 格　水俣市・芦北町・津奈木町在住で認知症サポーター養成講座を受講した人（これから受講予

定の方を含む）
受　講　料　無料（ただし、テキスト代７千円程度を別途負担していただきます。）
申込み締切　８月23日㈮
問合せ・申込み先　水俣市権利擁護センター（水俣市社会福祉協議会内）

電話０９６６−６３−２０４７　FAX６３−３５７０
メール　kenriyogo-c@minamata-shakyo.jp

ひきこもっている当事者が苦しいのは当然のこと
ですが、家族も同じように苦しい思いをしていま
す。同じ悩みを抱えているご家族同士で思いを語り
合い、情報交換をしてみませんか？
日　時　８月21日㈬　14時～15時30分
場　所　水俣市社会福祉協議会

多目的ルーム（もやい館１階）
内　容　若者サポートステーションにおけるひきこ

もり支援
参加費　無料
問い合わせ
水俣市社会福祉協議会　みなまた安心センター
電話０９６６−６３−２０４７
メール　ansin@minamata-shakyo.jp

市民後見人等養成講座　受講者募集

みなまた安心センターでは、ひきこもっている
人やその家族に対する相談に応じ、本人に寄り添
い、伴走しながら社会復帰や就労支援などを行っ
ています。また、ひきこもっている人の居場所支
援も行っています。お気軽にご相談ください。
【居場所支援】
時　間　毎週金曜日15時～17時
場　所　水俣市社会福祉協議会

多目的ルーム（もやい館１階）
参加費　無料
問い合わせ
水俣市社会福祉協議会　みなまた安心センター
電話０９６６−６３−２０４７
メール　ansin@minamata-shakyo.jp

ひきこもりについて
悩んでいませんか？

《お知らせ〉
ひきこもり家族交流会を開催します

公益財団法人ＪＫＡは、自転車競技法に基づく競輪振興法人、小型自動車競技法に基づくオートレース
振興法人として競輪・オートレースの収益を広く社会に還元し、社会貢献を果たすため、地方自治体が施
行する競輪・オートレースの売り上げの一部により、機
械振興と公益事業振興に対する補助を行っている公益財
団法人です。

当事業所におきましては、平成30年度競輪公益資金に
よる補助金の交付を頂き新しい入浴車を導入しました。

公益財団法人ＪＫＡ様に謹んで感謝の意を表すると共
に、今後とも、利用者様の身体の清潔の保持や健康増進
はもちろんのこと、ご家族の皆様の精神的な支えになれ
ればと思っています。

これからも水俣市社会福祉協議会訪問入浴介護事業所
をよろしくお願いいたします。

スタッフ一同、笑顔と真心をお届けいたします。

公益財団法人ＪＫＡ補助事業で新しい入浴車を導入しました

市民後見人等養成講座　受講者募集

《お知らせ》
ひきこもり家族交流会を開催します

ひきこもりについて
悩んでいませんか？

公益財団法人ＪＫＡ補助事業で新しい入浴車を導入しました
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水俣市地域包括支援センター
○皆さんご注意を！！

今年の５月から元号が変わり、消費者（多くは高齢者）を狙った詐欺が発生してます。
例えば、馴染みの銀行の名前を使って「元号が変わり、キャッシュカードを新しいものにする必

要があります。送ってください。」と嘘の電話やハガキで消費者に催促する事案が全国的に発生し
ております。その他、消費トラブルに関する相談も年々増加しております。一人で悩まず、まずは
地域包括支援センターもしくは水俣市消費生活センターへご相談ください。

水俣市地域包括支援センター　　　　　　水俣市消費生活センター
電話　0966-62-3030　　　　　　　　　電話　0966-61-1333

○介護予防把握事業
「親が最近閉じこもりがち。高齢者のサークル等があれば参加させたいが…」

介護保険の申請をして「非該当」となった方、まちかど健康塾や75歳の後期高齢者医療説明会

等で基本チェックリストに多く該当された方などに、訪問しています。

「最近、階段がのぼりにくくなった」「ひとり暮らしで誰とも話さんけん、さみしか…」などなど

生活の様子を聞かせてもらい、「生活機能が低下しているおそれがある方」を把握し介護予防の教

室などをご紹介しています。

突然、訪問にうかがわせてもらうこともあるかもしれませんが、どうぞよろしくお願いします。

水俣市地域包括支援センター
もやい館１階　☎０９６６－６２－３０３０

メール　houkatsu@minamata-shakyo.jp

まずは、「地域包括支援センター」にお電話くだ
さい。
必要な場合は、センター職員がご自宅に伺い、お

話をお聞きします。
福祉や医療の専門職（保健師・社会福祉士・主任

ケアマネジャーなど）が対応いたします。

ご本人からはもちろん、ご家族・近所の方からの相談も受付けます！
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